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〈写真・菊地信夫〉

　小西 梨  子 さん（厚木市在住、２３歳）は、３年前、同級生や母親のすすめでスペシャル
り こ

オリンピックス（※）が実施するテニスのプログラムに参加した。テニスは以前に何度
か経験していたこともあり、翌年の全国大会では優勝、その結果日本代表に選ばれた昨
年夏の世界大会では３位に入賞した。
　「梨子さんの強さは、素質はもちろんのこと、一番は“継続の力”です」とコーチが話
すように、毎週土日、横浜や秦野など県内各地で行われる練習には欠かさず通っている。
そばで見守る母親の理恵さんは、「はじめはダウン症の梨子のちょっとした運動になれ
ばと思っていましたが、今では本人が一番練習を楽しみにしています」と話す。
　上海での世界大会では、親と離れて選手たちと行動を共にし、「精神的につらいので
は」と心配していた理恵さんだったが、ひとり離れた場所で競技に臨んだり、各国の選
手やボランティアと打ち解けて仲良く過ごす梨子さんを見て、「出場して良かった。本
人にとってすごく良い経験になった」と、わが子の成長にうれしそうにほほえむ。
　「被っている帽子はフランスの選手と交換したお気に入り」とはにかみながら話す梨子
さん。「頑張ってまた世界大会に出たいです」と夢を語る。
※スペシャルオリンピックス…知的障害のある方の自立と社会参加の促進を目指しスポーツトレーニン
グプログラムと競技会の場を提供する、国際オリンピック委員会公認の国際組織。
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誰
も
が
参
加
で
き
、 

と
も
に
支
え
あ
う
機
会
づ
く
り

　
「
と
も
し
び
運
動
」提
唱
三
十
周
年
を

機
に
策
定
し
た「
新
行
動
指
針
」に
基
づ

き
障
害
者
理
解
や
子
育
て
支
援
等
、
福

祉
意
識
の
啓
発
・
醸
成
に
努
め
ま
し
た
。

　

障
害
者
の
身
近
な
地
域
に
お
け
る
Ｉ

Ｔ
利
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、「
地
域

障
害
者
Ｉ
Ｔ
利
活
用
拠
点
」
の
整
備
や

支
援
者
の
養
成
を
行
う
と
と
も
に
、「
と

も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
」に
つ
い
て
、
障
害
者

の
就
労
や
社
会
参
加
・
交
流
の
場
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
福
祉
の
活
動

拠
点
と
し
て
、
新
た
な
機
能
を
付
加
し

た「
多
機
能
型
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
」の

設
置
に
向
け
て
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

の
促
進
に
向
け
て
、
様
々
な
当
事
者
活

動
と
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

結
び
つ
け
を
強
め
ら
れ
る
よ
う
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
等
に
取
り
組
ん

だ
ほ
か
、
団
塊
の
世
代
を
中
心
と
し
た

活
力
あ
る
シ
ニ
ア
層
が
、
こ
れ
ま
で
培

っ
た
豊
か
な
知
識
や
経
験
を
地
域
福
祉

推
進
の
場
面
に
活
か
せ
る
よ
う
、
シ
ニ

ア
グ
ル
ー
プ
等
へ
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。

生
活
圏
域
を
基
盤
と
す
る 

地
域
福
祉
の
推
進

　

身
近
な
地
域
で
の
生
活
問
題
へ
の
対

応
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

様
々
な
地
域
の
主
体
が
連
携
・
協
働
し

て
課
題
解
決
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
多

様
な
実
践
活
動
に
関
す
る
情
報
交
換
の

場
と
し
て
、
日
常
生
活
圏
域
活
動
実
践

交
流
集
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
地
域
福

祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
概
念
の
普
及

と
育
成
に
向
け
て
、
県
内
三
地
域
を
対

象
と
し
た
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
や
実
践

事
例
集
の
配
布
、
市
町
村
社
協
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
実
践
力
の
向

上
に
向
け
、
実
践
ヒ
ン
ト
集
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

民
生
委
員
や
保
護
司
活
動
の
支
援
に

向
け
て
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
リ
ー

ダ
ー
研
修
や
民
生
委
員
の
一
斉
改
選
に

よ
る
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
に
対
す

る
研
修
、
権
利
擁
護
や
消
費
者
保
護
、

貧
困
問
題
な
ど
今
日
的
な
福
祉
課
題
に

つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し
た
ほ
か
、
青

少
年
の
更
正
保
護
・
健
全
育
成
に
向
け
、

保
護
司
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
地

域
関
係
者
な
ど
に
よ
る
青
少
年
問
題
を

考
え
る
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
様
な
経
営
主
体
が
社
会
福

祉
事
業
へ
参
入
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
新
た
な
時
代
に
お
け
る
経
営
基
盤

の
充
実
・
強
化
、
地
域
住
民
等
へ
の
理

解
促
進
に
向
け
、
社
会
福
祉
法
人
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た

ほ
か
、
福
祉
・
介
護
分
野
に
お
け
る
人

材
不
足
に
関
す
る
県
へ
の
要
請
等
を
行

い
ま
し
た
。

　

災
害
時
福
祉
活
動
拠
点
体
制
整
備
と

し
て
は
、「
県
・
伊
勢
原
市
総
合
合
同
防

災
訓
練
」
へ
の
参
画
や
、
機
能
強
化
を

進
め
て
い
く
た
め
県
・
県
共
同
募
金
会
・

日
赤
神
奈
川
県
支
部
な
ど
の
関
係
機
関

団
体
と
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
の 

サ
ー
ビ
ス
の
確
保

　

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向

け
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利

擁
護
や
苦
情
解
決
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

評
価
、
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
関
わ
る
権
利
擁

護
の
取
り
組
み
で
は
、
成
年
後
見
制
度

相
談
や
、
地
域
相
談
機
関
へ
の
弁
護
士

・
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
家
の
派
遣

特集

～平成19年度県社協事業報告・決算～
　少子高齢化社会などを背景に社会福祉をとりまく状況は大きく変化をしています。平成１９年度は「神奈
川県社会福祉協議会活動推進計画」の２年次にあたり、計画初年度の成果及び課題等を踏まえ、県域にお
ける地域福祉の担い手として、地域福祉に対する県民への意識啓発の促進や、日常生活圏域を中心とした
地域福祉の担い手との連携、支援、福祉サービスの質の向上にむけた福祉人材の育成など、各種事業に取
り組みました。主な取り組みの概要を報告いたします。

さまざまな地域福祉の担い手との連携づくりと支援
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負債の部資産の部
１７７，０３２，１９４流動負債８，２９８，１５８，２９４流動資産
３６５，７５０仮受金１１５，５７２現金

１１９，３１４，８９６未払金８，２３２，２４８，６４３預貯金
１７，１４４，１４８預り金２，１１３，１９１前払金
１，２２７，４００前受金６３，５５２，４９４未収金
３８，９８０，０００賞与引当金１２８，３９４貯蔵品

１７，３７４，５５４，９８９固定負債１２，７７１，４９１，４０７固定資産
３，９０９，５１５，３８８生活福祉資金交付金２，１２５，２９０基本財産
３６６，１０３，９９４県単生活福祉資金交付金１２，７６９，３６６，１１７他固定資産
６，９００，０００，０００離職者支援資金交付金
△２４２，２１２，８７０県単修学資金免除金
△２１３，８３３△県単交付金

６，２０６，８２２，０００銀行借入金
２３０，８５４，３１０退職給与引当金
１，２００，０００子ども福祉基金引当金
２，４８６，０００長期預り金

１７，５５１，５８７，１８３負債合計２１，０６９，６４９，７０１資産合計
３，５１８，０６２，５１８差引純資産

を
行
う
な
ど
権
利
擁
護
相
談
の
充
実
を

図
る
と
共
に
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業
に
お
け
る
専
門
員
や
生
活
支
援
員
に

よ
る
適
正
な
利
用
者
支
援
に
向
け
て
の

研
修
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
向
け
て
、
福
祉
施
設
等
の
経
営

相
談
の
実
施
や
、
研
修
会
の
開
催
等
を

行
う
と
と
も
に
、
事
業
者
自
身
に
よ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
評
価
（
自
己
評
価
）
活

動
の
促
進
に
向
け
、「
利
用
者
意
向
調

査
キ
ッ
ト
」
を
開
発
し
、
経
営
者
部
会

と
の
協
働
に
よ
り
、
二
十
三
法
人
（
七

十
サ
ー
ビ
ス
）に
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
に
向
け
て

は
、
福
祉
人
材
の
確
保
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
中
で
質
の
高
い
人
材
を
確
保
す

る
た
め
、
専
門
相
談
員
を
配
置
し
求
職

者
の
福
祉
の
現
場
に
お
け
る
資
格
や
就

業
に
関
す
る
不
安
や
疑
問
な
ど
の
相
談

に
応
じ
る
と
と
も
に
、
施
設
現
場
で
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
課
題
に
対
応
し
た
研
修

の
実
施
等
、
研
修
の
充
実
を
図
っ
た
ほ

か
、
法
人
や
施
設
の
職
場
内
研
修
担
当

者
と
の
連
携
を
図
り
、
施
設
内
で
の
研

修
の
体
系
化
や
研
修
計
画
の
立
案
、
講

師
紹
介
等
、
各
施
設
に
お
け
る
職
場
内

研
修
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
で
は
、
十

九
年
度
よ
り
新
設
さ
れ
た
「
要
保
護
世

帯
向
け
長
期
生
活
支
援
貸
付
金
」
に
つ

い
て
事
業
取
扱
要
領
の
編
纂
を
行
い
、

貸
付
事
業
の
相
談
・
受
付
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

福
祉
用
具
等
の
利
用
支
援
に
つ
い
て

は
、
地
域
で
の
自
助
具
の
啓
発
・
普
及

を
図
る
た
め
、
自
助
具
工
房
の
運
営
の

ほ
か
、
市
町
村
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

出
展
・
発
表
や
、
活
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
・
配
布
し
ま
し
た
。

　
『
福
祉
タ
イ
ム
ズ
』
で
は
、
様
々
な
地

域
福
祉
推
進
主
体
の
活
動
の
参
考
と
な

る
よ
う
、「
神
奈
川
の
福
祉
は
今
」
を

テ
ー
マ
に
、
各
市
町
村
に
お
け
る
多
種

多
様
な
地
域
福
祉
の
取
り
組
み
を
連
載

で
紹
介
し
ま
し
た
。

県
社
協
の
経
営
体
制
及
び 

財
政
基
盤
の
強
化

　

事
業
の
進
行
管
理
の
徹
底
、
並
び
に

事
業
の
効
率
的
な
展
開
を
図
る
た
め
、

事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
（
自
己
評
価
）
を

導
入
し
、
十
八
年
度
は
重
点
事
業
十
二

本
に
つ
い
て
の
自
己
評
価
を
行
い
ま
し

た
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

負債・純資産の部資産の部

１４３，６１２，３１０流動負債１，４１６，５５４，６８８流動資産

８６，８２０，７１７未払金１１５，５７２現金

１６，５８４，１９３預り金１，３９０，８０８，４２８預貯金

１，２２７，４００前受金２３，６２０，７７８未収金

３８，９８０，０００賞与引当金１，８８１，５１６前払金

６，４４１，３６２，３１０固定負債１２８，３９４貯蔵品

６，２０６，８２２，０００長期借入金８，６０３，２８０，７２０固定資産

２３０，８５４，３１０退職給与引当金２，１２５，２９０基本財産

１，２００，０００子ども福祉基金引当金８，６０１，１５５，４３０他固定資産

２，４８６，０００長期預り金

２，１２５，２９０基本金

２，１２５，２９０基本金

２，６０８，２０１，４４８基金

２，２３９，９３１，３３０ともしび基金

１００，０００，０００
民間社会福祉事業従事
者福利厚生基金

２６８，２７０，１１８萬谷児童福祉基金

７，２０９，４１３国庫補助金等特別積立金

９８１，１１９，０３５他の積立金

△１６３，７９４，３９８次期繰越活動収支差額

１０，０１９，８３５，４０８負債・純資産合計１０，０１９，８３５，４０８資産合計

社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会総合貸借対照表
（一般・公益・収益会計） 　　　　　　　　　 平成２０年３月３１日現在（単位：円）

　　平成１９年度社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会収支計算書
自平成１９年４月１日　至平成２０年３月３１日　　　（単位：円）

差引残額支出合計額収入合計額会計区分
１，２８５，５３８，１３２９，３４１，３０３，７５８１０，６２６，８４１，８９０一般会計
６，３８９，９３８１０６，６４２，７３９１１３，０３２，６７７公益事業特別会計
２０，９７９，５４９２９，５６０，４３１５０，５３９，９８０収益事業特別会計（事業収支）
４１６，６８８，１９２１９９，４６４，７９５６１６，１５２，９８７生活福祉資金特別会計
５，４７５，３３０６，４６８，６７１１１，９４４，００１県単生活福祉資金特別会計
３６，１６５，９９４９６，０４２，９５６１３２，２０８，９５０生活福祉資金貸付事務費特別会計

０６，４７６，８６２，２２４６，４７６，８６２，２２４離職者支援資金特別会計

０００
要保護世帯向け長期生活支援資金
特別会計

１，７７１，２３７，１３５１６，２５６，３４５，５７４１８，０２７，５８２，７０９合 計

負債・純財産の部資産の部
３３，４１９，８８４流動負債６，８８１，６０３，６０６流動資産
３２，４９４，１７９未払金６，８４１，４４０，２１５預金
５５９，９５５預り金３４，３５２，６１８未収金
３６５，７５０仮受金５，８１０，７７３前払費用

１０，９３３，１９２，６７９固定負債４，１６８，２１０，６８７固定資産
１１，１７５，６１９，３８２交付金４，１６２，６８５，０７１運用財産
△２４２，２１２，８７０県単修学資金免除金５，５２５，６１６他固定資産
△２１３，８３３△県単交付金

４，１２６，９６７，１１２基本金
４，１２６，９６７，１１２運用財産基金

△１０，９１５，６６１，８７１積立金
６，８７１，８９６，４８９繰越金
１１，０４９，８１４，２９３負債・純財産合計１１，０４９，８１４，２９３資産合計

（生活福祉資金関連５会計総合貸借対照表） 　 平成２０年３月３１日現在（単位：円）

　　社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会財産目録
平成２０年３月３１日現在（単位：円）
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一般会計各経理区分収支一覧表
 　　  　　 　　自：平成１９年４月１日～至：平成２０年３月３１日 　　 （単位：円）

負債及び純資産の部資産の部
増減平成１９年度平成１８年度科目増減平成１９年度平成１８年度科目

△５８，３３３，０３６９０９，８３３，５７０９６８，１６６，６０６流動負債△５２，９４６，５５９１，０９８，４２０，９６４１，１５１，３６７，５２３流動資産
△５５，６１１，９３０８３３，０２７，８０２８８８，６３９，７３２　未払配分金△５６，１５６，９０９９５８，１６５，６０１１，０１４，３２２，５１０　預貯金

△２，３７６，０００３６０，０００２，７３６，０００　未払金４，２９４，０００１３９，７９０，０００１３５，４９６，０００
　次年度運動
　積立預金

△５，６１８，９００１８，８２１，１００２４，４４０，０００　開拓啓発事業資金△１，０８３，６５０４６５，３６３１，５４９，０１３　未収金
５，５４５，１０７５６，８８３，０３１５１，３３７，９２４　災害準備金６，６７９，３７１４６７，８７８，２１６４６１，１９８，８４５固定資産
△２６１，３１３７４１，６３７１，００２，９５０　預り金０９，３００，０００９，３００，０００基本財産

△１０，００００１０，０００
　能登半島地震
　義援金預り金

０９，３００，０００９，３００，０００
　基本財産
　特定預金

２，９１０，５６０４２，２３９，１７０３９，３２８，６１０固定負債６，６７９，３７１４５８，５７８，２１６４５１，８９８，８４５その他の固定資産
２，９１０，５６０４２，２３９，１７０３９，３２８，６１０　退職給与引当金０３８，８３５，８００３８，８３５，８００　退職給与積立預金

△５５，４２２，４７６９５２，０７２，７４０１，００７，４９５，２１６負債の部合計５，０００，０００３０，０００，０００２５，０００，０００　運営費積立預金
０９，３００，０００９，３００，０００基本金１，１４０，０００１，１４０，００００　支会経費積立預金

０９，３００，０００９，３００，０００　基本金０３８５，０００，０００３８５，０００，０００
　たすけあい福祉
　資金積立預金

６，１４０，０００４１６，１４０，０００４１０，０００，０００その他の積立金０２，３４７，２３０２，３４７，２３０　車両運搬具
５，０００，０００３０，０００，０００２５，０００，０００　運営費積立金△２１０，１３５５，０５８，５８０５，２６８，７１５　備品
１，１４０，０００１，１４０，００００　支会経費積立金７４９，５０６△５，８０３，３９４△６，５５２，９００　減価償却累計額

０３８５，０００，０００３８５，０００，０００
　たすけあい
　福祉資金積立金

０２，０００，０００２，０００，０００
　職員厚生会
　貸付金

３，０１５，２８８１８８，７８６，４４０１８５，７７１，１５２次期繰越活動収支差額
９，１５５，２８８６１４，２２６，４４０６０５，０７１，１５２純資産の部合計

△４６，２６７，１８８１，５６６，２９９，１８０１，６１２，５６６，３６８負債及び純資産の部合計△４６，２６７，１８８１，５６６，２９９，１８０１，６１２，５６６，３６８資産の部合計

 　　　　 貸借対照表　（平成２０年３月３１日現在） 　　　　 （単位：円）

　

平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
三
カ
月

間
に
わ
た
り
実
施
し
た
共
同
募
金
運
動

に
は
、
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ
り
、
十
二

億
五
千
万
円
を
超
え
る
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
は
、
県
内
六
百
二
十

四
件
の
福
祉
施
設
・
団
体
か
ら
配
分
申

請
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
会
「
配
分

委
員
会
」
で
は
、
公
正
な
配
分
を
実
施

す
る
た
め
、
申
請
施
設
の
現
地
調
査
な

ど
慎
重
に
配
分
案
の
策
定
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

配
分
委
員
会
で
策
定
さ
れ
た
配
分
案

は
、
さ
ら
に
平
成
二
十
年
三
月
に
開
催

し
た
本
会
「
理
事
会
」「
評
議
員
会
」
で

最
終
審
査
が
行
わ
れ
、
後
掲
の
と
お
り

共
同
募
金
の
使
途
が
決
定
し
た
こ
と
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

共
同
募
金
運
動
に
い
ろ
い
ろ
な
お
立

場
で
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
会
の
事
業
に
引
き
続
き
ご
支
援
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
共
同
募
金
・
配
分
結
果
の
ご
報
告

∇地域福祉を推進する市区町村社会福祉協議会の活動支援に（５８団体） 　　　　　　　 ３３５，７７９，８４２円
∇児童・障害者・高齢者のための法定社会福祉施設等の活動支援に（８６施設） 　　　　 １５２，０２０，０００円
∇障害者の自立・就労訓練を行う障害者地域作業所等の活動支援に（１４５施設） 　　　　 ７２，２０７，８０２円
∇児童・障害者・難病当事者・被虐待女性支援団体等の活動支援に（８０団体） 　　　　 ８２，０６１，６４０円
∇家事介護・配食・送迎サービスを実施する社会福祉団体の活動支援に（２１６団体） 　　 ４５，３００，０００円
∇市区町村を単位として実施される年末たすけあい援護活動に（５５団体） 　　　　　　 ４１９，６０６，１５７円
∇市区町村ごとに共同募金運動を展開するための募金資材の作成等に 　　　　　　　　 ５８，２００，０００円
∇大規模災害時における被災者支援のための緊急配分資金として 　　　　　　　　　　 ３０，０００，０００円
∇全戸配布資料の作成や小中学生福祉作文コンクールの開催事業等に 　　　　　　　　 ８１，５９０，０００円

 　　　　　　　　　　 合計（６４０件） 　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　 １，２７６，７６５，４４１円

平成１９年度　共同募金・使途概要

※上記使途財源には、前年度繰越金等を含みます。

合計
受配者指定
寄付金

たすけあい
福祉資金

寄付金本部
経理区分名

内訳

１，８９２，１７５，４５７４５２，３８８，４２４９９７，９６５１，２９６，２２０，１３３１４２，５６８，９３５収入総額１
１，８８３，０２０，１６９４５０，５７９，１５８３，２０５，０００１，２８６，７８０，０５８１４２，４５５，９５３支出総額２

９，１５５，２８８１，８０９，２６６△２，２０７，０３５９，４４０，０７５１１２，９８２
当期繰越活動
収支差額
（１－２）

３

１８５，７７１，１５２５５３，６２８１５，５９４，９３２１４８，４９２，５９６２１，１２９，９９６
前期繰越活動
収支差額

４

６，１４０，００００００６，１４０，０００積立金積立額５

１８８，７８６，４４０２，３６２，８９４１３，３８７，８９７１５７，９３２，６７１１５，１０２，９７８
次期繰越活動
収支差額
（３＋４－５）

６

NEWS　
　＆

　　　TOPICS

　

本
会
・
定
款
第
三
十
八
条
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
平
成
十
九
年
度
収
支
決
算
内
容
を
、

次
の
と
お
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
通
知
に
も
と
づ
き
、
配
分
額
が
三
千
万
円
を
超
え
る
「
受
配
者
指
定
寄
付

金
」
の
配
分
内
容
を
、
次
の
と
お
り
公
表
い
た
し
ま
す
。

▽
社
会
福
祉
法
人
道
心
会

配
分
額　

七
千
五
百
万
円

使　

途　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
ヴ
ィ
ラ
横
浜
」の
建
築
資
金

寄
付
者　

有
限
会
社
神
戸
ユ
ー
ズ

▽
社
会
福
祉
法
人
怡
土
福
祉
会

配
分
額　

五
千
万
円

使　

途　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
新
吉
田
」の
建
築
用
地
購
入
お
よ
び
建
築
資
金

寄
付
者　

医
療
法
人
社
団
朝
菊
会

（
県
共
同
募
金
会　

�　

－

　

－

６
３
３
９
）

045

312

神
奈
川
県
共
同
募
金
会
・
平
成
十
九
年
度
決
算
の
ご
報
告

平
成
十
九
年
度
・
受
配
者
指
定
寄
付
金
の
公
表

▽
社
会
福
祉
法
人
龍
岡
会

配
分
額　

一
億
円

使　

途　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
青
葉
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」の
建
築
用
地
購
入

寄
付
者　

医
療
法
人
龍
岡
会

▽
社
会
福
祉
法
人
関
西
中
央
福
祉
会

配
分
額　

一
億
五
千
万
円

使　

途　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
ケ
ア
ホ
ー
ム
横
浜
」の
建
築
資
金

寄
付
者　

有
限
会
社
洋
敬
通
商
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の
何
気
な
い
一
言
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、

「
今
日
も
乗
り
切
ろ
う
！
」
と
思
え
て

し
ま
う
こ
と
が
、
ま
さ
に
こ
の
職
種
の

醍
醐
味
で
し
ょ
う
。

　

他
に
も
、
会
話
も
ま
ま
な
ら
ず
、
食

事
時
ど
ん
な
に
声
を
か
け
て
も
口
を
開

け
て
く
れ
な
い
全
介
助
の
利
用
者
が
、

僕
の
介
助
で
積
極
的
に
口
を
開
け
全
部

た
い
ら
げ
て
く
れ
た
時
の
充
実
感
。
そ

ん
な
小
さ
な
喜
び
が
、
夜
寝
る
時
ま
で

思
わ
ず
ニ
ン
マ
リ
と
し
て
し
ま
う
く
ら

い
嬉
し
い
の
で
す
。　

　

今
、
福
祉
を
自
分
の
職
業
に
し
よ
う

か
と
悩
ん
で
い
る
皆
さ
ん
！
不
安
な
気

持
ち
は
誰
に
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
で
も

恐
れ
ず
に
飛
び
込
ん
で
み
て
ほ
し
い
の

で
す
。
そ
こ
に
は
７
Ｋ
を
も
吹
き
飛
ば

す
、
小
さ
な
小
さ
な
、
で
も
飛
び
上
が

り
た
く
な
る
く
ら
い
素
敵
な
贈
り
物
が

た
く
さ
ん
転
が
っ
て
い
る
の
で
す
か

ら
。（
で
も
な
ぁ
。
こ
ん
な
薄
給
の
僕

に
嫁
さ
ん
な
ん
て
来
て
く
れ
な
い
だ
ろ

う
な
ぁ
…
。）

　

介
護
職
に
就
こ
う
と
考
え
て
い
る
皆

さ
ん
は
、
ど
う
い
っ
た
思
い
か
ら
で

し
ょ
う
か
。「
誰
か
の
役
に
立
て
る
よ

う
な
仕
事
が
し
た
い
」「
人
と
の
関
わ
り

が
好
き
」
は
た
ま
た
、「
就
職
率
の
良
さ

か
ら
」と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
仕
事
は
、
い
わ
ゆ
る
３
Ｋ
（
き

つ
い
・
汚
い
・
危
険
）
と
呼
ば
れ
る
職

場
で
、
最
近
は
４
Ｋ
（
休
暇
が
取
れ
な

い
・
規
則
が
厳
し
い
・
化
粧
が
の
ら
な

い
・
結
婚
で
き
な
い
）
も
加
わ
っ
て
７

Ｋ
だ
そ
う
で
す
。
僕
が
七
年
間
、
そ
れ

こ
そ
「
も
う
辞
め
よ
う
。
も
う
辞
め
よ

う
」
と
い
う
思
い
の
中
で
踏
ん
張
っ
て

こ
ら
れ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
と
考
え
て

み
ま
し
た
。

　

あ
る
夜
勤
の
日
の
こ
と
で
す
。
そ
の

日
は
い
つ
も
以
上
に
コ
ー
ル
や
ト
イ
レ

介
助
が
多
く
、
ド
タ
バ
タ
と
慌
た
だ
し

福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉現現現現現現現現現現場場場場場場場場場場ののののののののののししししししししししごごごごごごごごごごとととととととととと～～～～～～～～～～私私私私私私私私私私ののののののののののややややややややややりりりりりりりりりりががががががががががいいいいいいいいいい～～～～～～～～～～福祉現場のしごと～私のやりがい～

く
動
い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
コ
ー

ル
が
鳴
り
、
急
い
で
駆
け
つ
け
た
と
こ

ろ
、「
特
に
用
事
は
無
い
ん
だ
け
ど
ね
」

と
笑
う
女
性
利
用
者
に
、
思
わ
ず
体
中

の
力
が
抜
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
急
い

で
笑
顔
を
作
り
「
お
や
す
み
な
さ
い
」

と
答
え
、「
か
ん
べ
ん
し
て
く
れ
よ
〜
」

と
思
い
な
が
ら
介
助
を
待
っ
て
い
る
他

の
利
用
者
の
所
に
走
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
休
む
間
も
な
い
忙
し
い
と
こ

ろ
に
『
用
事
は
無
い
さ
ん
』
か
ら
の
二

度
目
の
コ
ー
ル
。
不
真
面
目
な
話
で
す

が
「
あ
ー
、
ま
っ
た
く
！
」
で
す
。
そ

れ
で
も
笑
顔
を
作
り
、「
ど
う
し
ま
し

た
？
」
と
近
づ
い
て
み
る
と
、「
私
は
こ

こ
を
利
用
し
て
五
年
。
こ
こ
に
い
る
時

は
ア
ン
タ
の
こ
と
を
息
子
だ
と
思
っ
て

い
る
ん
だ
よ
。
ア
ン
タ
の
顔
を
い
つ
で

も
見
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
よ
」

と
の
こ
と
。
そ
の
方
は
本
当
に
い
い
笑

顔
で
、
こ
ん
な
素
敵
な
言
葉
を
ヘ
ト
ヘ

ト
の
僕
に
く
れ
た
の
で
す
。

　

僕
た
ち
は
常
に
利
用
者
の
ペ
ー
ス
で

動
い
て
い
ま

す
。
自
分
の

ペ
ー
ス
で
働

く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん

が
、
利
用
者

※yahooで「株式会社八雲堂」と検索してください

〒２３５－００４５
横浜市磯子区洋光台６－２０－６
ＴＥＬ ０４５－８３３－５１７２　ＦＡＸ ０４５－８３３－５１４９

■
社
会
福
祉
法
人
吉
祥
会　

寒
川
ホ
ー
ム

高
座
郡
寒
川
町
小
谷
1
‐　

‐
5

13

�
0
4
6
7
‐　

‐
0
7
8
5

75

利用者さんとのふれあい
は素敵な時間です
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特別養護老人ホーム
「寒川ホーム」
生活相談員

 今  村 　 真 
いま むら まこと

第３回
老人福祉施設

利
用
者
の
素
敵
な
言
葉
に
救
わ
れ
て

こ
れ
か
ら
福
祉
を
め
ざ
す
方
へ
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でか
けてみませんか

藤沢市／善行駅前新栄会
子育てサロン　あいうえお

　今回は、小田急江ノ島線善行駅にある商店街「善行駅前
新栄会」におじゃましました。商店街の活性化を図るため
2005年に空き店舗を活用してオープンした「子育てサロ
ン　あいうえお」は現在3年目を迎え、子育て中の親御さん
と子どもたちの声がますますにぎやかに聞こえてきます。

　１９９３年、子育て中のおかあさんが集まり、子育てタウン
情報誌「ままとんきっず」を発行。以後、子育てに関する
メール相談、地域の親子が集うサロン運営、各種講座の開
催など、子育て支援活動を展開。２００６年「第１９回神奈川県
地域社会事業賞」を受賞。情報誌・単行本の発行物は３０冊
を数え、一部は海外でも翻訳出版。最新刊は「ままとんき
っず１６号　幼稚園・保育園特集２００７～０８年度版」。
〈連絡先〉川崎市多摩区菅稲田堤３－５－４３
ＴＥＬ／ＦＡＸ：０４４－９４５－８６６２

今月は　�　ＮＰＯ法人ままとんきっず　がお伝えします！
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インフォメーションインフォメーション
子育てサロン　あいうえお
■住所　藤沢市善行１－２６－６
■電話　０４６６－８２－０３０６
■４歳未満の子どもと保護者１組　サロン利用料　
４００円（１時間以内は１５０円）
■土・日曜・祝日の休日サロン・貸室もあり。
■ホームページ　http://www.cityfujisawa.ne.jp/̃  
shouten/shop/zs030/zs030.html

◆子育て中の方や障害のある方にやさしい工夫をし
ている商店街の情報を募集します！　ご意見・ご感想
はkikaku@knsyk.jpまでお寄せ下さい。

のように子どもたちを
かわいがってくれま
す。ここの手作り弁当
は利用者の昼食として
だけでなく一般にも販
売されており、サロン
のランチタイムにと購
入する親子もいます。
　商店街とのつきあい
も密接で、喫茶店からサロンに弁当をデリバリ
ーしてもらったり、公園へ遠足に行く際には青
果店でおやつの果物をそろえたり、商店街のイ
ベントでは子ども向けのお店を出したり休憩所
としてサロンを開放したりしています。
　人々との“ふれあい、支え合い”を大切に、
商店街と共存している子育てサロンなのです。

おもいきり体を動かそう！
　善行駅東口には「神奈川県立体育センター」
があり、トランポリンや一輪車などさまざまな
スポーツを親子で楽しめる「おお汗・こ汗デー
（毎月第１日曜）」を開催しています。ぜひホー
ムページもチェックしてみてください。
http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/40/4317
/index.html

親子が気軽に立ち寄れるサロン
　約７０店舗が加盟する善行駅前新栄会は、善行
駅の東口と西口に広がる商店街です。周辺の住
宅地はベッドタウンとして年々人口が増加し、
毎年行われる商店街の盆踊り大会には子ども連
れのファミリーも大勢詰めかけます。
　「子育てサロン　あいうえお」は、駅西口から
徒歩１、２分のところにあります。オープンは
毎週月～金曜の１０～１６時（第２木曜午前休み）
で子ども連れの方が自由に利用できます。ゆっ
くり過ごせるようにとランチタイムには食事も
可で、お弁当を持参してくつろぐ親子もいま
す。
　サロンにはベビーベッドやソファが置かれ、
おもちゃがたくさん
用意されています。
お母さんは子どもが
遊んでいるのを見守
りながらおしゃべり
したり、保育士や看
護師の資格を持つス
タッフや子育て経験
豊富なスタッフから
育児について話を聞いたりできるほか、月１回
小児科医による育児相談も行われます。
　まるで実家に帰ってきたような居心地のよさ
と心強さがあり、「ほっとできる」と年々利用者
が増えています。

人々とのふれあいを大切に
　サロンでは毎月お楽しみ会として、紙芝居を
観たり、童謡を歌ったり、親子でフラダンスを
習ったりする日を設定しています。ひな祭りや
七夕などの行事も開催しており、地域の方も参
加して一緒に楽しみます。
　隣にある高齢者の生きがいづくりを支援する
デイサービス施設「わいわい善行」とも交流が
盛んで、おじいちゃんおばあちゃんが自分の孫

和やかな雰囲気での小児科医によ
る育児相談

サロンの隣に「わいわい善行」と、
リサイクルショップ「Ｍｏｔｔａｉｎａｉ」が
あります
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今月の福祉資料室
BOOK

BOOK
「福祉資料室」をご利用下さい！
◆利用時間：月～金（第３金曜日、祝日、
年末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
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★
障
害
者
自
立
支
援
法
対
応
版　

障
害

者
支
援
施
設
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
白
澤
政

和
監
修
・
全
国
身
体
障
害
者
施
設
協
議

会
編
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
介
護
ス
タ
ッ
フ
を
自
ら
や
る
気
に
さ

せ
る
！
の
ば
す
！
（
五
十
嵐
教
行
監
修

・
間
裕
子
執
筆
、
日
総
研
）

★
統
合
キ
ャ
ン
プ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〜
発

達
障
害
児
・
家
族
と
の
あ
ゆ
み
キ
ャ
ン

プ　

年
の
実
績
か
ら
（
森
井
利
夫
監
修

25
・
秋
山
胖
編
著
、
久
美
）

★
子
ど
も
家
庭
福
祉
サ
ー
ビ
ス
供
給
体

制
〜
切
れ
め
の
な
い
支
援
を
め
ざ
し
て

（
柏
女
霊
峰
著
、
中
央
法
規
）

★
生
活
７
領
域
か
ら
考
え
る
自
立
支
援

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
マ

ニ
ュ
ア
ル
（　

Ⅳ
）（
日
本
介
護
福
祉

Ｖｅｒ.

士
会
、
中
央
法
規
）

図　
　
　
　

書

★
退
職
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
支
援
を
一
層
発

展
さ
せ
る
事
業
報
告
書
（
日
本
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
協
会
）

★
青
少
年
の
自
立
に
向
け
た
支
援
に
つ

い
て
〜
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
青
少

年
の
自
立
支
援
（
神
奈
川
県
青
少
年
問

題
協
議
会
）

★
高
齢
者
介
護
に
お
け
る
福
祉
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
等
調
査

研
究
事
業
報
告（
日
本
介
護
支
援
協
会
）

★
「
高
齢
者
の
食
事
に
関
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
調
査
研
究
事
業
」調
査
報
告
書（
医

療
関
連
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
）

★
外
国
に
つ
な
が
る
青
少
年
の
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
（
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議

会
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

当
事
者
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
検
討
委

員
会
）

資

料

県社協　地域福祉部
社会福祉施設・団体担当
経営相談員　廣田　優

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

「ヒマラヤの渚」
酒井冶孝著

　１９９５年、神奈川県生命の星・地球博物館が完成
しました。
　私は、オープン２年目に勤務する機会を得、“ヒ
マラヤの渚”の巨大な岸壁の前で、ストロマトラ
イトやリップルマークのガイダンスをしていまし
た。しかし、これらの８０トンもの岩石がどのよう
にしてヒマラヤから切り出され、運び出されたの
か知りませんでした。
　全てを任された筆者と若い二
人の研究者、ネパール人スタッ
フとの共同作業、ネパールの国
内事情や人々にも触れつつ、
“ヒマラヤの渚”復元の顛末が
記されています。読後、触って
楽しめる博物館の「ハンズオン
展示」で手に触れたなら、感動
も更に増すことでしょう。

１９９５年１２月刊
定価　１６００円
近代文藝社
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連連載載

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
【
第
三
回
】

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に　
【
第
三
回
】

方
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

施
設
の
相
談
支
援
専
門
員
が
か
か
わ

り
な
が
ら
、
一
週
間
か
ら
一
ヶ
月
の
間
、

在
宅
生
活
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
り
、
他
の
地
域
の
身
体
障
害
者
ケ

ア
ホ
ー
ム
の
見
学
、
ま
た
施
設
を
出
て

地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
方
に
施
設
に
来

て
も
ら
い
自
身
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
話

し
て
も
ら
う
な
ど
、
地
域
生
活
を
希
望

し
な
い
入
所
者
に
も
そ
の
楽
し
さ
・
や

り
が
い
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
在
宅
生
活
に
向
け
て
入

所
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
た
と

し
て
も
、
受
け

止
め
る
ハ
ー
ド

が
ま
だ
ま
だ
足

り
な
い
の
が
現

状
」
と
語
る
施

設
長
の
伊
藤
崇
博
さ
ん
。

　

身
体
障
害
者
が
在
宅
で
生
活
す
る
に

は
、
ス
ロ
ー
プ
や
ト
イ
レ
な
ど
の
住
宅

の
改
修
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
費
用
の
援
助
は
市
町
村

に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
あ
る
程
度
費
用

負
担
が
で
き
る
入
所
者
に
限
ら
れ
る
と

い
う
所
得
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。「
家

賃
を
年
金
だ
け
で
は
負
担
で
き
な
い
た

め
生
活
保
護
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
方
も
多
い
」
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
在
宅
生
活
を
継
続
す
る
に

は
、
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
日
々
の
生
活
支

援
も
不
可
欠
で
す
が
、
こ
こ
数
年
、
障

害
者
ヘ
ル
パ
ー
が
減
少
し
て
い
る
と
い

い
ま
す
。「
年
齢
や
必
要
と
す
る
ケ
ア

も
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
者
に
対
応
す
る
た

め
、
ヘ
ル
パ
ー
に
は
高
い
専
門
性
や
知

識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ヘ
ル

パ
ー
自
身
を
支
援
す
る
制
度
が
不
十
分

だ
っ
た
り
、
利
用
者
の
方
で
も
う
ま
く

ヘ
ル
パ
ー
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
ず
何

度
も
担
当
者
を
変
え
た
り
な
ど
、
現
状

は
厳
し
い
」
と
、
伊
藤
さ
ん
は
不
安
を

話
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
施
設
で
は
平
成
十
五
年
に

自
ら
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
を
立
ち
上
げ
、

施
設
の
相
談
支
援
事
業
も
あ
わ
せ
て
活

用
し
、
入
所
か
ら
在
宅
ま
で
障
害
者
の

地
域
生
活
を
応
援
す
る
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
自
立
支
援
協
議

会
で
も
住
ま
い
の
問
題
を
積
極
的
に
課

題
に
挙
げ
、
行
政
等
の
関
係
者
と
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、「
長
年
利
用
者
さ
ん

の
そ
ば
で
そ
の
方
が
必
要
と
す
る
支
援

を
行
い
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
強
み
を
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
も
活
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
入
所
施

設
と
地
域
生
活
の
関
係
に
つ
い
て
も
、

「
入
所
施
設
に
は
二
十
四
時
間
体
制
の

細
や
か
な
介
護
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う

魅
力
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
生
活
に
は

自
由
と
い
う
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

方
が
住
み
た
い
環
境
を
選
ん
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
『
自
立
生
活
』
な

の
で
は
」
と
話
し
ま
す
。

入
所
施
設
は
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
場

　

障
害
者
が
支
援
法
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
際
は
、
障
害
程
度
区
分
（
※
１
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
区
分
を

身
体
障
害
で
は
「
住
ま
い
」
の
選
択

肢
が
不
十
分

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
以
下
、「
支
援

法
」）で
初
め
て
は
っ
き
り
と
う
た
わ
れ

た
障
害
者
の
「
地
域
生
活
」
へ
の
移
行

に
つ
い
て
は
、
前
月
の
座
談
会
で
、
身

体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
の
三

障
害
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
課
題
が
異
な

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
特
に
身
体

障
害
で
は
、「
住
ま
い
」
の
課
題
が
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

秦
野
市
に
あ
る
身
体
障
害
者
の
た
め

の
入
所
施
設
「
丹
沢
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル

ホ
ー
ム
」
で
は
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造

改
革
や
介
護
保
険
法
の
成
立
に
よ
っ
て

定
着
し
た
「
利
用
者
と
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
と
の
対
等
な
関
係
」
の
中
で
、
よ
り

強
く
利
用
者
の
希
望
に
応
え
た
い
と
感

じ
、
施
設
を
出
て
暮
ら
し
た
い
と
望
む

生
活
施
設
の
自
立
支
援
〜
住
ま
い
の
自
己
選
択
（
１
）

　

前
回
は
、
障
害
者
福
祉
に
携
わ
る
方
々
で
座
談
会
を
行
い
、
障
害
者

の
住
ま
い
や
就
労
、
所
得
保
障
等
に
つ
い
て
課
題
を
挙
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
第
三
回
と
な
る
今
回
は
、「
生
活
施
設
の
自
立
支
援
〜
住

ま
い
の
自
己
選
択
（
１
）」
と
し
、
住
ま
い
の
点
か
ら
入
所
施
設
の
取

り
組
み
を
み
て
い
き
ま
す
。

施設と別棟の生活訓練棟では、
自炊などの体験ができます

入
所
施
設
が
在
宅
生
活
ま
で 

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
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判
定
す
る
項
目
に
は
身
体
障
害
の
状
況

を
問
う
も
の
が
多
く
、
見
守
り
が
必
要

な
方
も
多
く
環
境
に
影
響
を
受
け
や
す

い
知
的
障
害
者
の
支
援
の
必
要
性
が
軽

く
見
ら
れ
や
す
い
と
い
う
課
題
が
あ
り

ま
す
。
知
的
障
害
者
入
所
施
設
の
利
用

者
の
中
に
も
、
判
定
の
結
果
、
入
所
の

利
用
対
象
に
当
て
は
ま
ら
な
い
例
も
多

い
と
い
い
、
全
国
的
に
区
分
の
考
え
方
に

対
す
る
異
議
が
で
て
い
ま
す
（
※
２
）。

　
「
も
ち
ろ
ん
入
所
者
の
中
に
は
地
域

生
活
が
十
分
可
能
な
方
も
い
ま
す
が
、

ど
こ
で
暮
ら
す
か
は
ご
本
人
や
ご
家
族

の
希
望
を
一
番
に
尊
重
す
べ
き
。
区
分

に
よ
っ
て
住
ま
い
を
決
め
ら
れ
る
の

は
、
自
立
と
は
程
遠
い
話
」
と
、
厚
木

市
に
あ
る
知
的
障
害
者
入
所
更
生
施
設

「
紅
梅
学
園
」
総
合
園
長
の
大
峽
健
一

さ
ん
は
力
強
く
話
し
ま
す
。

　

設
立
か
ら
五
十
年
余
り
経
つ
紅
梅
学

園
で
は
、
常
に
入
所
者
の
幸
せ
を
考

え
、
ま
だ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
以
下
、

「
Ｇ
Ｈ
」）の
制
度
が
無
か
っ
た
昭
和
五

十
年
頃
か
ら
ア
パ
ー
ト
を
借
り
て
就
労

し
な
が
ら
の
共
同
生
活
を
支
援
す
る
な

ど
、
先
駆
的
に
利
用
者
の
地
域
生
活
を

応
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
入
所
施
設
は
生
活
の
場
所
や
終
の

棲
家
と
し
て
の
役
割
以
外
に
も
、
地
域

で
暮
ら
す
方
や
就
労
し
て
い
る
方
が
自

分
の
思
い
を
聞
い
て
も
ら
う
場
だ
っ
た

り
、
Ｇ
Ｈ
に
住
ん
で
い
る
方
が
た
ま
に

は
元
い
た
場
所
に
帰
っ
て
来
た
い
時
に

受
け
入
れ
る
場
だ
っ
た
り
、
知
的
障
害

者
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
受
け
止
め
、

ま
た
送
り
出
す
場
」
だ
と
話
し
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

身
体
障
害
・
知
的
障
害
の
入
所
施
設

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
は
違
い
ま
す

が
、
ど
ち
ら
の
施
設
で
も
入
所
者
の

「
自
己
選
択
」
を
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

入
所
施
設
に
は
、
利
用
者
が
施
設
か

ら
他
に
生
活
を
移
し
て
も
「
専
門
的
な

知
識
を
活
か
し
た
支
援
を
継
続
し
て
行

っ
て
い
く
こ
と
」、
ま
た
「
地
域
全
体
に

も
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
還
元
し
て
い
く
こ

と
」が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

次
回
、
制
度
上
で
地
域
生
活
移
行
の

大
き
な
受
け
皿
と
さ
れ
る
Ｇ
Ｈ
の
役
割

を
考
え
ま
す
。

※
１　

障
害
程
度
区
分
と
は
、
支
援
法
で
導
入
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
心
身
の
状
況
を
判
定
す
る
た

め
に
市
町
村
が
認
定
す
る
も
の
で
、
六
段
階
に
分
け

ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
受
け
ら
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

決
ま
る
。

※
２　

た
だ
し
平
成
十
八
年
四
月
一
日
時
点
で
現
行
制

度
に
よ
る
支
給
決
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
平
成
十

八
年
九
月
末
（
施
設
入
所
者
は
最
大
で
平
成
二
十
三

年
度
末
）
ま
で
継
続
し
て
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
。

◆
丹
沢
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
取
材
協
力
者

　

自
律
支
援
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
千
葉
高
史
さ
ん

　

相
談
支
援
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
岡
西
博
一
さ
ん

�
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　神奈川県精神保健ボランティア連絡
協議会（精ボ連）は、県社協主催の
「精神保健ボランティア講座」の受講
修了者が中心になり、他の精神保健ボ
ランティアグループに呼びかけ、“ボ
ランティアでなければやれない活動を
しよう”という理念のもと、１９８８年に
発足しました。そして２０年、今では全
国に活動が広がっています。
　精ボ連の事務局は毎週水曜日の１０時
～１５時、かながわ県民センター１２階に
て開設しており、誰でも集える場や相
談コーナーを提供しています。他にも
精ボ連では毎月１回のボランティアグ
ループとの情報交換会や、皆さんに広
くこころの病を正しく理解していくた
めの講演会の開催や講師派遣による啓
発活動、毎月発行の「精ボ連通信」で
はボランティアの活動の様子を紹介し
たレポートを掲載しているので、私た
ちがどんな活動しているかわかりやす
いと思います。
　私自身も、精ボ連の普及活動として
藤沢の精神病院でボランティアをして
います。交流の中で患者さんが見せて
下さる笑顔に支えられ、今年で活動１１
年目を迎えます。
　精ボ連の活動は、日頃地域で活動を
しているボランティアやグループの力
が活かされています。ボランティア同
士のつながりが人をよび、精ボ連２０周
年記念の講演会（６月７日）には、講
師として「町医者のまなざしから」と
題して浜田晋氏（浜田クリニック医
師）、精神保健講座に当初から関わっ
て下さった石川到覚氏（大正大学教授）
をお招きすることができました。お二
人の対談が、「まち」で隣人としてかか
わる私たちのさらなる学びになればと
期待しています。

ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク188
精ボ連２０周年
～「まち」の隣人として

神奈川県精神保健ボ
ランティア連絡協議会

副会長　松本くに江
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障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
子
ど
も

も
高
齢
者
も
、
国
籍
が
違
っ
て
も
「
と
も

に
生
き
る
」
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
神

奈
川
で
生
ま
れ
た
草
の
根
・
実
践
活
動
の

と
も
し
び
運
動
は
、
誕
生
か
ら
三
十
二
年

目
と
な
り
、
一
人
ひ
と
り
が
持
ち
寄
る

「
一
灯
」
は
、
世
代
を
越
え
、
そ
の
理
念

が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
が
多
様
化
し
た
今
、
最
初
は

小
さ
か
っ
た
「
一
灯
」
も
、
と
も
し
び
基

金
の
寄
付
者
の
皆
様
の
暖
か
い
心
や
励
ま

し
に
支
え
ら
れ
、
神
奈
川
の
実
践
活
動
と

し
て
少
し
ず
つ
「
大
き
な
炎
」
に
成
長
し

て
い
ま
す
。

　

と
も
し
び
基
金
果
実
（
利
子
）
等
に
よ

り
、
平
成
十
九
年
度
は
の
べ
四
十
三
団
体

・
事
業
に
助
成
し
ま
し
た
。
と
も
に
生
き

る
社
会
の
実
現
に
む
け
た
助
成
グ
ル
ー
プ

の
活
動
背
景
や
事
業
内
容
は
、
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
（
下
表
を
参
照
）。

　

と
も
に
生
き
る
社
会
の
カ
タ
チ 

　

を
表
現
し
た
団
塊
の
世
代

　

昨
年
度
に
助
成
を
受
け
た
「
ほ
っ
と
す

ぺ
ー
す
コ
ン
パ
ス
」（
横
浜
市
）
は
、
団
塊

の
世
代
の
人
々
が
定
年
退
職
後
に
も
生
き

が
い
を
も
っ
て
楽
し
く
元
気
に
暮
ら
す
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
、
世
代
を
超
え
た
誰

も
が
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
喫
茶
と
絵
手
紙
教
室
・
健
康
講
座
・

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
な
ど
地
域

の
人
た
ち
が
交
流
す
る
た
め
の
仕
掛
け
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
代
表
の
金
子
さ
ん
は

「
助
成
金
を
受
け
た
こ
と
で
活
動
に
対
す

る
皆
さ
ん
の
信
用
が
高
ま
り
、
多
く
の
人

に
安
心
し
て
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
で
活
動
す
る
コ
ン

パ
ス
で
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
づ
れ
の
母
親
か
ら

高
齢
者
ま
で
が
安
心
し
て
立
寄
る
新
し
い

地
域
の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。
団
塊
世
代

が
全
て
の
世
代
を
巻
き
込
み
、
と
も
に
生

き
る
社
会
の
カ
タ
チ
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

と
も
し
び
基
金
で
は
、
こ
う
し
た
地
域

で
生
ま
れ
た
「
一
灯
」
を
、
広
く
応
援
し

て
い
ま
す
。
今
は
小
さ
な
活
動
で
も
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

「
と
も
に
生
き
る
」社
会
の
実
現
に
向
け
た

実
践
活
動
を
応
援
し
ま
す

地
域
福
祉
（
と
も
し
び
）
推
進
助
成
金
は

◆20年度助成金・募集要項配布中です◆
当事者組織や広域的なボランティアグループ・ＮＰＯ等が

行う「ともに生きる社会」にむけた事業を応援します。

◎面接予約は０４５－３１２－１１２１（内線３２０１）まで、お気軽にご相談ください！　募集要項はホーム
ページにも掲載しています。http://www.knsyk.jp/tomosibi/tmf/fund/tomosibi_josei.html

平成19年度　地域福祉（ともしび）推進助成金
助成団体・事業名一覧

先駆的・モデル的な活動（主な内容）：▽ＤＶや児童
虐待等悩みや不安を抱える女性を支援するための
電話相談・行き場のない女性と子どもの保護と自
立支援事業　▽在日外国人の補習教室等の開催事
業　▽知的障害者あんしん生活アンケート報告書
発行　▽被害者遺族の声の冊子作成事業　▽重度
心身障害児（者）の音楽セラピー実施事業　▽精神
障害をもつ人を中心に誰でもが憩える場づくり　
▽青空自主保育の教育的効果と子育て世代が生み
出す新たな地域コミュニティの事例集作成事業　
▽団塊世代のたまり場（コミュニティ喫茶・教室な
ど）の運営　▽ホームぺージの製作事業など
グループ・団体名：海老名女性支援電話「そよ風」、
ＮＰＯ法人ウイメンズハウス・花みずき、ユッカの
会、知的障害者生活支援ネットワーク、被害者支援
自助グループ「ピア神奈川」、ゆーぼ、宮前平駅前ス
ペースここわ会、青空自主保育「なかよし会」、ワー
カーズ・コレクティブコンパス、神奈川県障害者地
域作業所連絡会
�

当事者活動（主な内容）：▽小中学生向け車いす介
助の手引き作成事業　▽知的障害・発達障害児者
の余暇活動を充実させるための事業　▽多胎育児
をもつ家庭の育児支援事業　▽アレルギー・発達
障害の子供のための療育体験事業　▽外国籍県民
フォーラム開催など
グループ・団体名：Ｆ．Ｌ．Ｃ、スキップ、みどり養護
学校ＰＴＡさんふれんず、海老名市手をつなぐ育成
会、どんぐりキッズ、つくいツースリー、子育て支
援ネットワーク「サンコファ」、「声を楽しむ」言葉
が不自由な方のための声楽教室、かたつむり会シ
ニアーズクラブ、ＦｉｎｅＫｉｄｓ、自主保育幼児グルー
プあんぱんまん、ふれんど宙船、座間市手をつなぐ
育成会、子育て講座２００７、育児サークル「にっこに
こ」、水泳訓練会「みうらスプラッシャーズ」、フリ
ースペース宝島、あーすフェスタかながわ２００７実
行委員会
�

広域的活動（主な内容）：▽在日外国人のための事
業・多言語版子ども・親向け広報誌の発行　▽高齢
者福祉・障害福祉施設施等への動物ふれあい訪問
活動のための事業　▽地域のボランティア連絡会
等の活動を支援するための広報活動及び各種研修
会　▽知的障害児者スポーツ大会開催事業　▽乳
幼児をもつ保護者を対象にした仲間作り・情報交
換事業　▽精神保健福祉の最新情報と現場活動の
提供のための情報誌・講演会記録の発行事業など
グループ・団体名：ことぶき学童保育運営委員会、
英会話クラス「フルッピア」を支える会、とんがら
し青年学級、フレンド・ワン、藤沢市誘導奉仕会サ
ンウォーク、ＴＨＥ☆すかっ子「ソーラン」、神奈川
県ボランティア連絡協議会、神奈川県知的障害者
スポーツ振興協議会、湘南地区生涯学習インスト
ラクターの会、横浜乳幼児相談ボランティアグル
ープ、日本語の会「２１」、日本ティーボール協会神奈
川県連盟、ＴＩＥユッカＯＢ会、神奈川県精神保健ボ
ランティア連絡協議会、神奈川県手話サークル連
絡協議会

　

と
も
し
び
運
動
の
輪
は
、
寄
付
者
の
皆
様
に
支
え
ら
れ　

年
目
の
広
が
り
へ
〜

３２

県社協　
　の

　　　ひろば

１２月末までの毎月

（随時申請受付）

15万円以下
７月・１０月末迄

（２回申請受付）

16万円以上（限度額あり）
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一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

谷　口　嘉　弘�代表取締役社長�

県
社
協
新
役
員
・
評
議
員
が 

決
定
し
ま
し
た

会
長　

林
英
樹

副
会
長　

篠
原
正
治
、小
松
輝
男
、吉
本
一
夫

常
務
理
事　

宍
戸
和
夫

【
理
事
】水
島
貞（
つ
ち
や
社
会
福
祉
会
）、山
川

保（
白
十
字
会
林
間
学
校
）、田
中
誠
一（
ア
ガ
ペ

壱
番
館
）、長
谷
川
正
義（
横
浜
市
民
児
協
）、萩

原
保
夫（
川
崎
市
民
児
協
）、石
原
昌
信（
県
保

護
司
会
連
合
会
）、大
津
幸
雄（
横
浜
市
社
協
）、

原
良
三（
川
崎
市
社
協
）、石
橋
吉
章（
県
心
身

障
害
児
者
父
母
の
会
連
盟
）、
�
橋
功（
県
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
）、小
西
正
典（
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
）、渡
辺
ひ
と
し（
県
議
会
厚
生
常

任
委
員
会
）、向
笠
茂
幸（
県
議
会
厚
生
常
任
委

員
会
）、吉
川
伸
治（
県
保
健
福
祉
部
）、米
倉
孝

治（
県
社
協
）

【
監
事
】都
築
融
光（
上
府
中
保
育
園
）、
�
橋
政

勝（
県
民
児
協
）、稲
垣
良
一（
県
保
健
福
祉
部
）

【
評
議
員
】

◆
第
１
種〈
経
営
者
部
会
〉加
茂
坂
幸
昌（
恩
賜

財
団
神
奈
川
県
同
胞
援
護
会
）、深
瀬
亮
一（
母

子
育
成
会
）、冨
田
英
雄（
つ
き
か
げ
会
）、高
橋

照
比
古（
照
陽
会
）、小
倉
徹（
松
緑
会
）、坂
本

堯
則（
た
ち
ば
な
福
祉
会
）、〈
施
設
部
会
〉宮
下

慧
子（
カ
サ
・
デ
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
）、川
瀬
和
一（
藤

沢
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）、上
野
孝
雄（
偕
恵

い
わ
ま
ワ
ー
ク
ス
）、江
波
戸
威
津
雄（
紫
雲
会
横

浜
病
院
）、工
藤
廣
雄（
横
浜
市
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立

支
援
施
設
は
ま
か
ぜ
）、岸
川
洋
治（
田
浦
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
）、〈
民
生
委
員
児
童
委
員
部
会
〉

金
田
和
子
、相
川
真
慶
、内
山
恭
宏（
以
上
、県

民
児
協
）、大
越
由
美
子
、長
瀬
潔（
以
上
、横
浜

市
民
児
協
）、稲
田
次
男
、齊
藤
喜
信（
以
上
、川

崎
市
民
児
協
）、〈
保
護
司
部
会
〉都
�
真
道
、山

口
宇
宙
、酒
井
實
、山
口
信
郎（
以
上
、県
保
護

司
会
連
合
会
）、〈
市
町
村
社
協
部
会
〉柳
川
荘

一
郎（
横
浜
市
社
協
）、石
井
昭（
茅
ヶ
崎
市
社

協
）、横
田
昌
和（
葉
山
町
社
協
）、橋
本
利
男

（
愛
川
町
社
協
）、小
野
環（
大
井
町
社
協
）、木

村
昌
夫（
湯
河
原
町
社
協
）、

◆
第
２
種　

岸
上
武
志（
県
腎
友
会
）、
�
原

文
子（
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会
）、前

波
万
里
子（
県
里
親
会
）、小
瀬
村
武
二（
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）、新
井
通
子（
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
協
会
）、野
上
薫
子（
県
介
護
福
祉
士
会
）、

相
馬
宣
正（
県
保
育
会
）

◆
第
３
種　

石
井
邦
夫（
神
奈
川
新
聞
厚
生

文
化
事
業
団
）、渡
邊
史
朗（
県
病
院
協
会
）、

近
藤
正
樹（
県
医
師
会
）、川
村
雅
啓（
県
薬
剤

師
会
）、鈴
木
駿
介（
県
歯
科
医
師
会
）、板
垣

茂
男（
県
商
工
会
議
所
連
合
会
）、光
岡
雄
治

（
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
）

◆
第
４
種　

小
島
健
一
、竹
内
栄
一
、此
村
善

人
、山
本
俊
昭
、長
谷
川
く
み
子
、河
野
幸
司
、

村
田
邦
子（
以
上
、県
議
会
）、柴
田
則
子（
県

保
健
福
祉
部
地
域
保
健
福
祉
課
）、上
野
和
夫

（
横
浜
市
健
康
福
祉
局
）、長
谷
川
忠
司（
川
崎

市
健
康
福
祉
局
）、山
本
雄
太
郎（
県
市
長

会
）、栗
原
匡
賢（
県
町
村
会
）、大
谷
義
輝（
県

共
同
募
金
会
）

役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
５
月　

日（
月
）　

①
任
期
満
了

１２

に
伴
う
正
副
会
長
の
選
任
、②
重
点
項
目
別
推

進
委
員
会
委
員
の
選
任
、③
正
会
員
の
入
会
申

し
込
み　

５
月　

日（
水
）　

①
平
成　

年
度

２１

１９

県
社
協
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
入
支
出
決
算

報
告（
案
）、②
平
成　

年
度
一
般
会
計
並
び

２０

に
特
別
会
計
補
正
予
算（
案
）

◇
新
会
員
紹
介

【
施
設
部
会
】川
崎
市
社
会
復
帰
訓
練
所
、谷

津
保
育
園

◇
評
議
員
会
＝
５
月　

日（
土
）　

①
任
期
満

１０

了
に
伴
う
理
事
の
選
任
、②
任
期
満
了
に
伴
う

監
事
の
選
任　

５
月　

日（
水
）　

①
評
議

２８

員
の
選
任
状
況
、②
理
事
の
選
任
状
況

第　

回
社
会
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

45

　
『
脱「
格
差
社
会
」へ
の
挑
戦
‐
地
域
再
生
と

社
会
福
祉
の
役
割
‐
』を
テ
ー
マ
に
、岩
田
正
美

氏（
日
本
女
子
大
学
教
授
）に
よ
る
基
調
講
演

や
講
座
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
日
時
＝
平
成　

年
７
月　

日（
木
）　

時
〜

２０

２４

１０

　

時　

分
、　

日（
金
）９
時　

分
〜　

時　

分

１６

３０

２５

３０

１５

３０

◇
会
場
＝
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル

◇
参
加
費
＝
七
千
五
百
円（
２
日
間
）

◇
定
員
＝
６
０
０
名（
先
着
順
）

◇
問
合
せ
＝（
財
）鉄
道
弘
済
会

�　

－

５
２
７
６－

０
３
２
５

０３
寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
金
】▽
㈱
Ｃ
Ｆ
Ｓ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
▽
脇
隆
志【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】▽
社

団
法
人
神
奈
川
県
指
定
自
動
車
教
習
所
協

会
▽
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
湖
陽
会【
子
ど
も
福

祉
基
金
】渡
邉
ふ
み
え【
指
定
寄
託
金
】▽

ジ
ョ
ン
ソ
ン
㈱【
と
も
し
び
基
金
】▽
神
奈
川

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
▽
港
栄
館
▽
大

正
琴
サ
ー
ク
ル
湖
陽
会
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ
㈱

鶴
嶺
店
▽
㈲
星
乃
湯

 　
　
　
　
 
（
計　

五
、八
〇
九
、八
三
五
円
）

【
寄
付
物
品
】▽
北
林
二
郎
▽
神
奈
川
県
定

年
問
題
研
究
会
▽
神
奈
川
県
東
部
建
設
協

同
組
合
▽
神
奈
川
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
▽
と
も

し
び
製
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
Ｏ
Ｂ
会  
（
敬
称
略
）

去る５月２７日、㈱ＣＦＳ
コーポレーション石田岳
彦代表取締役社長より、
㈱カネボウとの共同販促
キャンペーンの売上金の
一部について寄付があ
り、本会、林会長に目録
が贈呈されました。



１２第６７９号　福祉タイムズ　２００８．６．１５

－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８
TEL ０３（３４４９）１７７１／FAX ０３（３４４９）１７７２
URL：www.yasue-sekkei.co.jp
E－mail：yasue@yasue-sekkei.co.jp

新 築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報

告・アスベスト調査等お気軽にご相談ください

Ｋ保育園（横浜市）

発
行
日　

２
０
０
８
年（
平
成　

年
）６
月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２０

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

思
い
を
か
た
ち
に　

そ
し
て
未
来
へ

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
フ
ァ
ー
ス
ト（
箱
根
町
）

　
「
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
障
害
の

あ
る
人
と
地
域
の
人
と
が
と
も
に
協
力

し
あ
っ
て
働
い
て
い
る
喫
茶
店
や
売
店

で
す
。
平
成
元
年
に
県
庁
新
庁
舎
に
第

一
号
店
が
誕
生
し
た
の
を
機
に
、
現
在

で
は
県
内
に
四
十
三
店
の
と
も
し
び

シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

と
も
に
働
く
仲
間
と
し
て

　

今
回
ご
紹
介
す
る
と
も
し
び
シ
ョ
ッ

プ
フ
ァ
ー
ス
ト
は
、
障
害
者
の
就
労
と

社
会
参
加
を
願
い
、
平
成
十
四
年
に
、

箱
根
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ

く
ら
館
」
の
二
階
に
開
店
し
ま
し
た
。

箱
根
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
を
は
じ
め

と
す
る
町
の
福
祉
関
係
団
体
等
で
構
成

さ
れ
る
「
箱
根
町
障
害
者
団
体
連
絡
協

議
会
」
が
、
そ
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

　

店
名
の
由
来
は
、『
ピ
ー
プ
ル
・
フ
ァ

ー
ス
ト
』と
い
う
言
葉
か
ら
で
す
。「
障

害
者
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
ず
人
と
し

て
み
て
ほ
し
い
。
特
別
な
存
在
で
は
な

六
百
円
）
は
人
気
が
あ
り
、
週
替
わ
り

の
メ
ニ
ュ
ー
を
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い

る
地
元
の
方
も
多
い
と
の
こ
と
で
す
。

広
が
れ
！
�
と
も
し
び
�
の
輪

　

那
珂
さ
ん

は
、「
今
以
上

に
、も
っ
と

い
ろ
い
ろ
な

方
が
利
用
す

る
場
に
し
て

い
き
た
い
。

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
り
、
地

域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に
も
活
用
し

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
、
よ
り
一
層
地
域

に
根
ざ
し
た
ふ
れ
あ
い
の
場
へ
の
夢
を

語
り
ま
す
。

　

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
第
一
号
店
が
オ

ー
プ
ン
し
て
十
九
年
。
と
も
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
『
と
も
し
び
運

動
』
の
ひ
と
つ
の
か
た
ち
と
し
て
、
今

後
も
、
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
に
い
ろ
い

ろ
な
方
が
集
い
、
そ
こ
か
ら
ま
す
ま
す

�
と
も
し
び
�
の
輪
が
大
き
く
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

く
、
そ
の
人
ら
し
く
い
ら
れ
る
世
の
中

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
を
込
め

て
名
づ
け
た
そ
う
で
す
。

　
「
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
は
店
員
さ
ん

へ
の
支
援
が
第
一
」と
い
う
店
長
の 
那  
珂 

な 

か

さ
ん
と
、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
で

す
」と
い
う
店
員
さ
ん
の
言
葉
か
ら
も
、

と
も
に
働
く
仲
間
と
し
て
支
え
あ
っ
て

い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

地
元
の
方
に
愛
さ
れ
る
憩
い
の
場

　

外
を
眺
め

る
と
ま
ぶ
し

い
新
緑
。
春

に
は
桜
、
秋

に
は
紅
葉
と

四
季
折
々
の

自
然
が
楽
し
め
ま
す
。
開
放
的
な
店
内

に
は
心
地
よ
い
音
楽
が
流
れ
、
こ
だ
わ

り
の
豆
で
一
杯
ず
つ
い
れ
る
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
が
過
ご
せ
ま
す
。

　

ま
た
、水
曜
日
の
定
食（
十
食
限
定
・

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
フ
ァ
ー
ス
ト

箱
根
町
宮
城
野
８
８
１－

１　

�
０
４
６
０－
８
７－

５
１
７
１

＊
箱
根
湯
本
駅
よ
り
箱
根
登
山
バ
ス「
湖
尻
・

桃
源
台
」
行
き
「
明
神
平
」
下
車

からあげのサクサクの衣
には秘策あり！

「first」は近所の親子もひと
休みに訪れる憩いの場所
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